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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
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間
の
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る

と
３
日
に(

株)

ケ
イ
セ
イ
・
フ

ー
ズ
に
通
告
し
た
。
組
合
は
、

月
８
日
予
告
通
り
ス
ト
決
行

11を
し
た
。
当
日
の
朝
、
佐
野
Ｓ

Ａ
上
り
に
は
、
ケ
イ
セ
イ
・
フ

ー
ズ
労
働
組
合
委
員
長
の
加
藤

正
樹
さ
ん
は
じ
め

人
の
組
合

20

員
が
「
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
」「
加

藤
さ
ん
を
守
れ
」
な
ど
の
横
断

幕
を
持
っ
て
参
加
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
大
勢
取
材
に
来

た
。
支
援
者
も
含
め

名
あ
ま

40

う
で
な
け
れ
ば
、
組
合
員
に
損

害
賠
償
を
求
め
る
」
と
恫
喝
を

か
け
る
。
こ
の
事
態
に
委
託
元

の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
１
０

０
％
子
会
社
ネ
ク
セ
リ
ア
東
日

本
が
関
わ
り
を
持
た
な
い
で
い

る
。
参
加
し
た
組
合
員
た
ち
が

「
助
け
て
く
だ
さ
い
ネ
ク
セ
リ

ア
さ
ん
」
と
何
度
も
叫
び
続
け
、

胸
が
こ
み
上
げ
た
。
加
藤
委
員

長
の
悲
痛
な
思
い
に
組
合
員
の

女
性
た
ち
は
「
が
ん
ば
っ
て
加

藤
さ
ん
！
私
た
ち
も
が
ん
ば
ま

す
」
励
ま
し
合
っ
た
。
組
合
運

動
の
経
験
の
な
い
人
た
ち
が
頑

張
る
姿
に
共
感
を
呼
ぶ
。
支
援

の
輪
を
広
げ
な
い
と
い
け
な
い
。

８
日
の
ス
ト
ラ
イ
キ
後
に
、

加
藤
委
員
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

聞
い
た
。「
会
社
は
口
頭
と
配
達

証
明
付
き
手
紙
で
、
自
宅
待
機
！

出
社
す
れ
ば
即
懲
戒
解
雇
が
突

き
つ
け
ら
れ
た
。
自
分
一
人
で

判
断
で
き
る
状
況
で
な
く
な
っ

た
」
と
苦
し
い
胸
の
内
を
話
し

た
。
会
社
は
ど
う
し
て
も
加
藤

委
員
長
を
退
職
に
追
い
込
も
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
当
労

働
行
為
だ
！

新社会党の取り組む

第１１回全国一斉労働相談
１２月１日～１４日

泣いている者がないように手を差し伸べる

街頭に繰り出し呼びかけよう！

り
が
レ
ス
ト
ラ
ン
前
に
集
ま

っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
会
社

の
用
意
し
た
人
で
営
業
を
開

始
し
た
。
悔
し
い
思
い
で
見

つ
め
た
。
加
藤
委
員
長
は
ス

ト
ラ
イ
キ
決
行
の
思
い
を
マ

ス
コ
ミ
の
前
で
語
っ
た
。
「
今

日
が
山
場
だ
と
思
っ
た
。
組

合
員

人
が
集
ま
る
の
は
大

20

変
。
こ
の
間
に

人
が
退
職
、

20

９
人
は
台
風
被
害
で
出
て
こ

れ
な
い
。
大
勢
の
お
客
さ
ん

が
来
て
い
る
の
に
厨
房
は
４

人
で
切
り
回
し
て
い
る
。
他

の
場
所
も
忙
し
さ
は
同
じ
。

職
場
は
限
界
に
き
て
い
る
。

収
拾
し
た
と
思
わ
れ
た
東
北

道
佐
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア(

Ｓ

Ａ)

の
解
雇
争
議(

加
藤
正
樹
総

務
部
長)

は
、
再
び
解
雇
通
告
と

正
当
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
違
法
と

決
め
つ
け
賠
償
金
請
求
を
し
て

き
た
。

加
藤
委
員
長
に
自
宅
待
機
を

し
た
こ
と
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の

決
行
す
る
事
態
に
な
っ
た
。
11

月
８
日
か
ら
毎
日
、
レ
ス
ト
ラ

ン
限
定(

７
時
〜
８
時)

で
１
時

不
当
労
働
行
為
ま
か
り
通
る

現
地
リ
ポ
ー
ト

追
い
込
ま
れ
て
い
る
佐
野
Ｓ
Ａ
（
上
り
）

手作りの横断幕を掲げる組合員

ス
ト
決
行
中
に
、
要

求
を
社
長
に
申
し
入
れ

し
た
が
、
『
あ
ん
た
は

自
宅
待
機
だ
返
れ
』
と

話
も
聞
か
ず
門
前
払

い
。
組
合
員
か
ら
「
加

藤
さ
ん
を
辞
め
さ
せ
な

い
」
「
私
た
ち
の
職
場

を
改
善
さ
せ
て
く
れ
た

絶
対
に
守
る
」
悲
痛
な

叫
び
が
続
い
た
。

会
社
は
「
加
藤
部
長

が
自
ら
退
職
す
る
。
そ

組合員と報道陣に応える加藤委員長（右から二人目）



月
９
日
～

日
の
日
程
で
、

11

10

第

回
護
憲
大
会
が
函
館
市
（
函

56
館
ア
リ
ー
ナ
）
で
２
０
０
０
人

が
集
ま
り
開
か
れ
た
。

前
日
に
初
雪
が
降
り
、
北
海

道
の
大
地
は
寒
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
大
会
会
場
の
函
館
ア
リ
ー

ナ
は
熱
気
で
満
ち
て
い
た
。

ユ
ニ
オ
ン
平
和
は
、
原
水
禁

広
島
大
会
に
続
き
代
表
を
派
遣

し
た
。

転
嫁
し
て
、
運
転
手
全
員

に
首
切
り
を
平
然
と
通
告

を
し
た
。

運
行
管
理
者
の
不
在
を

理
由
に
、
会
社
継
続
を
不

可
能
と
し
た
が
、
組
合
側

は
運
行
管
理
者
の
紹
介
を

申
し
入
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
営
側
は
拒
否
し

た
。
何
が
何
で
も
会
社
の

経
営
継
続
不
能
と
い
う
状

況
を
作
り
出
し
、
組
合
員

で
あ
る
運
転
手
全
員
の
解

雇
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
当
労
働

行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。
解
雇
の
撤
回
と
休
業

中
の
運
転
手
た
ち
の
賃
金

保
障
な
ど
を
求
め
て
、
茨

城
ユ
ニ
オ
ン
は
勝
利
す
る

ま
で
闘
う
か
ま
え
で
い
る
。

組
合
員
と
広
が
る
連
帯
す

る
支
援
で
、
反
撃
に
転
じ

る
。

◆
茨
城
ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
№
１
５
２
か
ら
掲
載

第

回
護
憲
大
会
（
函
館
）

56
平
和
・
人
権
・
自
由

憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す

ユ
ニ
オ
ン
平
和
か
ら

代
表
派
遣

富
士
見
タ
ク
シ
ー
解
雇
撤
回
せ
よ

茨
城
ユ
ニ
オ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

【
イ
ン
企
画
】「
日
本
社
会
は
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
？

安

倍
政
権
の
７
年
を
問
う
」
が
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

行
わ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
清

末
愛
砂
（
室
蘭
工
業
大
学
准
教

授
）、
雨
宮
処
凛
（
作
家
・
活
動

家
）、
中
野
麻
美
（
日
本
労
働
弁

護
団
常
任
幹
事
）
の
３
名
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
一
億
総
活

躍
」
と
い
う
が
、
実
際
は
「
一

茨
城
県

龍
ケ
崎
市

の
富
士
見
タ
ク
シ
ー

の
経
営
者
が
、
こ
れ

ま
で
真
面
目
に
働
い

て
き
た
運
転
手
全
員

を
突
然
解
雇
し
た
。

原
因
は
、
関
東
運

輸
局
の
監
査
で
、
運

行
管
理
者
と
し
て
違

反
の
事
実
が
確
認
さ

れ
、
運
行
管
理
者
資

格
証
の
返
納
処
分
を

受
け
た
。
経
営
者
の

違
反
行
為
の
ツ
ケ

を
、
労
働
者
に
責
任

開
会
式
は
、
函
館
巴
太
鼓
で
力

強
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。
来

賓
と
し
て
谷
口
諭
函
館
市
副
市

長
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
な
ど

が
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、
関
西

生
コ
ン
に
対
す
る
弾
圧
反
対
の
特

別
報
告
が
、
全
日
建
連
帯
労
働
組

合
の
小
谷
野
毅
書
記
長
か
ら
あ

り
、
「
憲
法
改
悪
の
先
取
り
を
許

さ
ず
、
支
持
す
る
会
の
拡
大
」
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

億
総
動
員
」
だ
。
安
部
政
権
は

「
強
い
経
済
と
国
家
」
を
め
ざ

し
、
憲
法
も
改
悪
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
描
い
て
い
る
の
は
国

家
の
安
全
保
障
で
あ
り
人
民
の

安
全
保
障
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
憲
法
が
防
波

堤
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
な

ど
を
確
認
で
き
た
。

～
次
号
に
続
く
～

大会開会会場

開会会場の舞台


